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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「3次元レーザセンサを用いた迷い行動分析に基づく高速道路のトイレ棟ロビーにおける誘導
計画の改善と検証」と題し、以下の５章から構成されている． 
 
 第１章「序論」では．研究の背景として、各種施設の建築計画において人の利用行動情報を踏まえ
た検証を行うことの重要性を述べ、本研究で対象とする高速道路の休憩施設における駐車場からトイ
レへと至る迷いのないスムーズな誘導に関する４つの課題、すなわち①駐車場における迷い行動、②
ロビーにおける迷い行動、③多機能トイレにおける利用者ニーズのミスマッチ、④各トイレ内におけ
る待ち行列を指摘し、既往研究を踏まえた上で、②ロビーにおける迷い行動の改善に課題があること
を述べ、具体的に対象とする迷い行動を、他の利用者への影響がありうる、後戻りを伴う迷い行動と
定義した上で、本論文における研究の目的が、高速道路の休憩施設におけるトイレ棟ロビー内の利用
者の移動軌跡の分析に基づいた迷い行動の環境因子の特定と、実地検証を踏まえた改善方法の提案で
あることを述べている． 
 
 第 2 章「迷い行動の抽出方法の構築」では、高速道路休憩施設の中でも大規模で多種多様な人々が
利用する施設である海老名 SA（上り）を対象とし、目視観察による予備調査によって迷い行動の実態
を複数のケースとして把握した上で、大量の利用者の中での迷い行動の抽出が課題であることを指摘
し、一定期間における全利用者の移動軌跡を匿名性を保ったまま記録することができる３次元レーザ
センサの計測データを用い、動画確認の過程を通した迷い行動の抽出方法を構築している．その結果
から、レーザセンサと動画記録を併用して抽出した迷い行動が、目視による予備調査で抽出された迷
い行動の種類を網羅できていることを確認した上で、ロビー平均密度と迷い行動抽出誤差に相関関係
があり、混雑時の精度の向上を検討する必要があることを指摘している．さらに、抽出された迷い行
動を、建物（トイレ棟）の入口と目的地（各トイレ）の配置関係に着目して整理することで、迷い行
動が多く発生する組み合わせを明らかにしている． 
 
 第 3 章「迷い行動の環境因子分析」では、入口と男女トイレの平面配置が異なる複数の施設として
分離型の海老名 SA（上り）、海老名 SA（下り）、および並列型の藤枝 PA（上り）を対象として３次元レ
ーザセンサと動画記録を用いた迷い行動の調査を行い、施設間での迷い行動の差異、施設の入口方向
による迷い行動の差異を比較検討することで、環境要素がどのように迷い行動の発生に影響するかを
考察している．その結果、環境因子として、各トイレサインの視認範囲及び各トイレ入口の視認範囲
が大きく影響することを明らかにし、具体的には、分離型では、複数のトイレに対して正面から近づ
く入口であっても、サインの視認性とその視野角が迷い行動の発生率に影響していること、並列型で
は両者を一望し区別ができるため、トイレに対して正面から近づく入口配置であれば迷い行動が発生
するおそれは低いこと、分離型と並列型共に、進行方向に対しトイレが直列している場合は、トイレ
入口、サイン共に同時に視認できず、手前のサインを見逃すことで、迷い行動が発生する可能性があ
ることを指摘し、さらに、それぞれの対象について、迷い行動の環境因子から想定できる改善方法を
示している。 
 
 第 4 章「環境因子に基づく実空間での検証」では、第３章で明らかとなった迷い行動の環境因子か
ら適切な平面計画及び誘導案内の条件を提示した上で、迷い行動が最も多く発生している分離型の海
老名 SA（上り）を対象とし、提案に基づいて壁面サインの視認範囲および各トイレの入口部の色彩を
改修した施設にて再計測を行い、迷い行動の環境因子、適切な平面計画及び誘導案内を検証している．



分離型の海老名 SA（上り）において男女トイレサインの視認距離を 10m から 15m に、男性トイレの視
認範囲を 40 ㎡から 75 ㎡に、女性トイレの視認範囲を 25 ㎡から 85 ㎡にそれぞれ拡大した結果、複数
のトイレに対して正面から近づく入口（駐車場側入口）において、迷い行動の発生率が改修後に男性
トイレで半減、女性トイレで 1/10 と改善しており、サインの視認性とその視野角の改修が寄与するこ
とを明らかにし、加えて、改修後に発生した迷い行動の移動軌跡の分析から、多機能トイレの緑のサ
インの誤認、女性トイレ前の広い空間への誘導、男女トイレの間にある多機能トイレのような遮蔽因
子の影響を指摘している． 
 
第５章「総括」では、以上を総括し本論文の結論を述べている． 
 
 以上を要するに本論文は、これまで誘導計画は存在したものの、発生の原因が明らかではなかった
高速道路休憩施設のトイレ棟ロビー内での迷い行動の実態を、レーザセンサと動画記録を併用した詳
細な移動軌跡の分析によって明らかにし、複数の平面計画の異なる施設間の比較により迷い行動の環
境因子を特定し、実際のトイレ棟改修を踏まえた計測によって改善方法を検証している。このことは、
不特定多数が目的地をもって利用する施設における迷い行動の検出とその建築的改善方法の可能性を
示しており、誘導計画における有効な方法論を提示している。従って、本論文の成果は建築学および
工学において貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文として十分価値のあるものと判断さ
れる。 
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